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　引き続き周辺市街地まちづくり勉強会を開催しながら、平成30年度中に検討し、今年度新設した地域のチャレンジを後
押しする補助事業制度を通じて、地域が発案したアイデアを自ら実現する後押しをするとともに、今年度開催する地域活
性化プランコンペティションなどを通じて、外部の専門的・多角的視点から地域の活性化を図っていく。また、旧小田小
学校の地域活用を地域とともに検討し、活性化に寄与する拠点づくりを進める。

　地域が域内外の多様な主体と関係性を構築しながら、知恵
　人・情報・資金を持続的に呼び込めるシステムや体制を構
築していく必要がある。
　高まっている気運を具体の行動に繋げるため、地域のチャ
レンジや成功体験・モデル創出のサポートを加速させていく
必要がある。

・周辺市街地の現状把握・課題抽出
・周辺市街地振興策の検討
・周辺市街地振興策の展開
・地域の自立に向けた支援・調整
・地域と多様な主体との共創に向けた支援・調整
・周辺市街地の魅力強化・発信

　継続的な勉強会の開催を通じて、自発的な地域づくりアイ
デアが出され、地域振興テーマ・将来像を整理できた。
　地域住民や団体の地域づくりへの意識が高まり、アイデア
を具体的行動にする気運を醸成できた。
　様々な人材を巻き込みながら進めてきたため、大学や専門
家等とのネットワークができ、支援体制の下地ができた。

・地域拠点活力共創マネジメント事業の推進
　（地域主体の自立型マネジメントの実現に向けて以下の各
　種支援等を総合的に展開）
・各周辺市街地における地域の将来像、地域振興テーマの検
　討・設定
・周辺市街地まちづくり勉強会等を通じた地域共創プラット
　フォームの運営
・次年度以降のコンペティションの開催準備、市街地カルテ
　の充実・公表、周辺市街地の魅力発信、PR　等

・地域共創プラットフォーム（まちづくり勉強会）の運営等
　周辺８市街地の勉強会を各１回以上開催(通年総計14回)
　地域振興テーマや将来像についてWS形式等で検討
　周辺8市街地合同の勉強会を開催(９月、１月)
　講演の他、地域振興テーマを発表し、市街地間で共有
・コンペ開催準備(サウンディング、要領作成、相談開始）
・カルテ充実化(地域情報追加、新たなカルテ作成、公表）
・その他(学校跡地地域活用支援施策検討、外部資金獲得、
　地域会議参画、地域支援メニュー提供、市SNS情報発信等)

継続

周辺市街地振興事業

一部委託

01-080401-24 周辺市街地振興に要する経費
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平成29年度～

　自立的・持続的な周辺市街地の活性化

持続的かつ自立的な地域づくりを実現していくためには、地域プレイヤーの意識を高め、地域が自らマネジ
メントすることが重要であることから、その基盤となるプラットフォーム（勉強会等）の開催回数を設定

地域共創プラットフォーム（勉強会等を含む）の開催回数
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都市計画部周辺市街地振興室
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事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・地域拠点活力共創マネジメント事業　13,200千円
　（地域共創実証モデル事業実施費等）
・市街地活性化チャレンジ補助事業　4,000千円
　（補助金を通じた勉強会アイデアの具体化支援）
・つくば地域運営拠点モデル創出事業　20,103千円
　（廃校の実証活用を通じた地域運営モデル・制度の構築）
・周辺市街地振興事業　1,025千円
　（経常的経費）
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十分に高く、今後も増加が見込まれる。

当初の計画を上回る進捗で事業を実施することができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。
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　地域主体・発案の地域振興アイデアの実現に向けたサポートや、市主導による構造的課題に対す
る横展開可能なモデルケースの構築が必要となるため。
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